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　 1 ．　 は じめ に

　新旧 コ ン ク リー ト の 施工 に 際して は、セ メ ン トペ ース ト、モ ル タ ル あ る い は湿潤面用 エ ポ キ シ

樹脂を 旧 コ ン ク リ
ー トに塗布 して 、 直ち に新 コ ン ク リ

ー トを打 ち込む の が一般 的で ある 。
一方 、

最近で は 、 打継 ぎ材を塗布 した後 、 新 コ ン ク リー トを打ち込む ま で の 時間 （以下 、 オ ープ ン タイ

ム と称す る）を 14目と充分長 くと っ て も新 旧 コ ン ク リ
ー トの 一体化が 確保で きる こ とか ら、 新 し

い 打継 ぎ材 として ポ リマ
ーセ メ ン トモ ル タ ル の 使用が普及 しつ っ ある 。 こ れまで に 、 打継 ぎ材 に

ポ リ マ ーセ メ ン トモ ル タ ル を用 い た鉛直打継 目を有する鉄筋 コ ン ク リ
ー ト は り （以下 、 RC は り

と称す る） の 曲げ性状 に つ い て は報告 され て い る［1］〜［3］。 しか しな が ら 、 鉛直打継目を有す る

RC は り の せ ん断性状 に つ い て はほ とん ど検討 され て い な い
。

　本研究で は、ポ リマ ー セ メ ン トモ ル タ ル を用 い て新 旧 コ ン ク リー ト を せ ん 断 ス パ ン 内に打 ち継

い だ鉛直打継目を有す る RC は り の せ ん 断性状に つ い て 実験的 に 検討す る 。

　 2 ．　 実験厩要

　 2 ． 1　 使用材料

　 コ ン ク リー トは 、普

通 ボ ル ト ラ ン ドセ メ ン

ト、 渡良瀬川 産の 川砂利 およ び川砂を

用 い た表一 1 に示す配合 の もの と した 。

　打継ぎ材 と して は、エ チ レ ン 酢酸 ビ

ニ ル 混 入セ メ ン トモ ル タ ル を用い た 。

表
一 1　 コ ン ク リー トの 配合

粗骨材 の

最大寸法
スラ

ンプ

空気
量

水邨

ント比
細骨
材率 水

W
セメント 細骨材 粗骨材

表一 2　 ポ リマ
ーセ メ ン モ ル タ ル の配合およ び物 性

粉体 ：混和液 ：水

　 （質量比）

フロー値

（mm）

圧縮強度
（陪f／〔  ）

ヤ ン グ係数

（x105   f〆（  ）

100：10：12．5 171 399 1，86

そ の 配合お よび物性 を表
一2 に示す 。 また 、 普通 セ メ ン トペ ー ス トは 、 水 セ メ ン ト比 を 30％ と し

た もの を用 い た 。

　主鉄筋に は 、 DIS（SD345）を使用 し た 。 そ の 機械的性質は 、 降伏点強度が 38．3kgf／mm2 、 引張強

度 が 56．9kgf／mm2 、伸びが 25％ で あ っ た 。

　 2 ． 2　 供試 体 の 作製

　供試体の 形状寸法は 、 図
一 1 に示す よ う に 、 幅15cmx 高さ20cmx 長 さ 120cm と し、　 R　C は り の

中央よ り10cm支点側 に離れ た位置 （以下 、載荷点位置 と称す る）、せ ん断 ス パ ン 中央位置、お よ

び支点側よ りせ ん 断 ス パ ン長の 1／4の 中央側に離れ た位置 （以下 、 支点側1／4と称す る） に それ

ぞ れ鉛直打継 目を有する もの と した 。 また 、有効高 さ を 17cmと し、引張鉄筋 （D　16 ）を 2 本使用 した 。

　 旧 コ ン ク リー トを各位置に鉛直打継 目が くる よ う に 打ち込み 、 28日間湿布養生 した 。 次に 、 打

継ぎ面の レ イ タ ン ス を ワ イ ヤ ーブラ シ を用 い て 除去した後、普通 セ メ ン トペ ー ス トお よびポ リ マ
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図
一 1　各位値に鉛直打継 目を有す る RC

　　　　は りの形状寸怯

表一3　各打継 目位置の打継目処理方法

　　　　と供試体数

打継 目
位置

打継 ぎ材
の 種類

塗布
厚 さ

（瓢躪）

オ
ープ ン

タ仏

（日）

供試 体
　数
（体）

一 一 1

載荷点
普通 セ〃 ト

ペー 5 0 1

ポリマ
ーセメ

ン u ル
2 14 1

皿 一 1
通セ〃卜
o
　一

2 1せん断
ス パ ン

中央

0 1
ポリマ

ーセメ
黜

1
1

14
1

一 一

支点側

1 ／ 4

普通セ〃 卜
　
・
　　響 5 0 1

ポリマ
ーセメ

ン モ酌 彫
2 14 1

　 目
な

一 一 一 3

一セ メ ン トモ ル タ ル を塗 布 した 。 打継 ぎ材 の 塗布厚 さ お よ び オ ーブ ン タ イ ム は 、 表
一 3 に示す と

お りで あ る 。 また 、打継 目を有 しな い RC は りお よ び打継 ぎ材を塗布 しな い （無処理 ）で 各位置

で 新 コ ン ク リ
ー トを打 ち継い だ RC は りも含 め 、 供試体総数 は 14 体 と した 。 新 コ ン ク リー ト打

込 み後 、 2e日間湿布養生 し た 。

　 2 ． 3　 載荷方法

　載荷方法は 、支点長が 100em の 2 点集中載荷と した 。 載荷 の 際 に RC は り申央部 およ び各打継

目を介 して 引張縁 に そ れ ぞれ長 さ 60四 の ワ イ ヤ ス ト レ イ ン ゲージを貼付 し 、 引張縁 の ひ ず みが急

激 に変化 した と き の 曲げモ ーメ ン トを曲げひ びわれ発生モ ーメ ン トと した 。 せん断 ス パ ン 中央位

置 に打継 目を有する RC は り に つ い て は 、 打継 目を介 して 圧 縮縁 に も60mmの ワ イ ヤ ス ト レ イ ン ゲ

ー ジ を貼付 して 圧縮縁の ひ ずみ を測定 した 。

　引張鉄筋中央部お よ び各打継 目位置 に もあ らか じめ長 さ 6m 煽の ワ イ ヤ ス ト レ イ ン ゲー ジ を貼付

し て お き、引張鉄筋の ひ ず み を測定 した 。 また、支点お よ びRC は り中央部 に ダイ ヤ ル ゲージ を

配置 し、 RC は り中央 に お け る相対たわみ も

測定 した 。 なお 、 斜め ひ びわ れ の 発生 は目視

に よ り判断 し、そ の とき の せ ん 断応力度を斜

め
’
ひ びわれ発生時の せ ん 断応力度 と した 。

　 3 ．　 曲げひ びわれ発生 モ ーメ ン ト

　 図一 2 に は 、 載荷点位置に鉛直打継 目を有

す る RC は りの 曲げ ひ びわ れ発生 モ ーメ ン ト

を示 す。 打継 目の 処理 方法に か かわ らず、載

荷 点位置 に鉛直打継 目を有す る RC は りで は 、

打 継 目を有 し な い RC は りに 比 べ 小 さ い 曲げ

モ ー メ ン トが作用 した 段階で 、 打継 目に お い

て 曲げ ひ びわ れが発生 した 。 こ れは 、打継 目
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お
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図
一2

　 打継 目　　無処理 髄樽 ント 籾 マーセメ

　 な し 　 　 　 　 　 ペーλト　 ントモル蜘

　　　 打継 目の 処 理 方 法

載荷点位置に打継 目を有す る RC は

りの曲げひびわれ発生モ ーメぞト
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有する RC は りの 打継 目に おけ る

曲げひ びわれ発生モ ーメ ン ト
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　 無処 理　　　曾遇セメント　　素サマーセメ

　 　 　 　 　 ペースト　　　　ントモPタP

　 　 打継 目の 処 理 方接

支点側 1／4位置に打継目を有す

る RC は りの打継目における

曲げひ びわれ発生モ ーメ ン ト

が 構造上 の 弱点 とな っ て い るた めであ る 。 打継目に お け る曲げひ びわ れ発生 モ ーメ ン トは、無 処

理の もの が 一番小 さ く、
つ い で 普通 セ メ ン トペ ー

ス ト、ポ リマ ーセ メ ン ト モ ル タ ル の 順 に 大 きな

値を与 えて い る 。 こ れ は 、 打継 目の 処理 方法が無処理お よび普通セ メ ン トペ ー
ス トを塗布 した場

合 と比較 し 、 ポ リ曽一セ メ ン トモ ル タ ル を塗布 した場合 、 そ の 打継目の 強度が 大 き くな っ て い る

た め と考え られ る 。

　 図
一3 に は 、 せ ん断 ス パ ン 中央位置に鉛直打継 目を有す る RC は り の 打継 目ieお け る曲げ ひ び

われ 発生 モ ーメ ン トを示す 。 普通 セ メ ン トペ ース ト を用 い て 打 ち継 い だ RC は りの 打継目に 曲げ

ひ びわれが 発生 した と きの 打継 目に 作用す る曲げ モ ーメ ン トが 0．15tf・m程度で ある の に対 し、ポ

リ マ ーセ メ ン トモ ル タ ル を用 い て打 ち継 い だ RC は り の そ れ は 2 倍以上 の 値を与え た 。 無処理 の

場 合 に は、か な り小さ い 曲げ モ ーメ ン トが作用 した 時点で 打継 目に 曲げ ひ び われ が発 生 した 。

　 また 、普通 セ メ ン トペ ー
ス トを用 い た場合 、 打継 目の 曲げ ひ びわれ発生 モ ーメ ン ト に及 ぼす塗

布 厚 さ の 影響 は ほ とん ど認 め ら れ な い の に 対 し 、 ポ リ マ ーセ メ ン トモ ル タ ル で は塗 布厚さが 2mm

の 場合に比 べ
、 塗布厚 さが 10醐 の場合の 打継目に お け る曲げ ひ びわれ発生 モ ーメ ン トは 、 30％程

度 大 きな値を与え て い る。 な お 、
ポ リマ ーセ メ ン トモ ル タ ル を用 い て 打 ち継い だ RC は り以外は 、

い ずれ の RC は りに お い て も等曲げ モ ーメ ン ト区間 に お け る曲げひ びわ れ 発生荷重 よ り も低 い荷

重 レ ベ ル で 打継 目に 曲げ ひ び われ が発生 した 。

　支点側 1〆4の 位置 に 鉛直打継 目を有す る RC は りの 打継 目に おけ る曲げひ びわ れ発生 モ ーメ ン

トを 、図一 4 に示す 。 こ の場合 も、無処理および普通セ メ ン ト ペ ース トを用 い た場合よ り、
ポ リ

マ ーセ メ ン ト モ ル タ ル を用 い て 打ち継 い だ RC は りの 打継 目の 曲げ ひ びわ れ発生 モ ーメ ン トは、

か な り大 きな値 とな っ て い る 。 な お 、 い ずれ の 打継目処理 方法に お い て も、打継 目に曲げひびわ

れ が発生す る前に等曲げモ ーメ ン ト区間に曲 げひ び われ が発生 した 。 他の 打継 目位置 の 場合 と異

な り支点側 1／4で は 、 無処理 に 比 べ 普通 セ メ ン トペ ース トの 方が 、小 さい 曲げモ ーメ ン トで 打継

目に曲げひびわれ が発生 した 。 こ の 理 由に っ い て は 明 らか で はな い 。

4 ．　 斜め ひ びわれ発生時の せん斯応 力度

図 一5 に は 、せ ん断 ス パ ン 内に 打継 目を有す る RC は り の斜 め ひびわ れ発生時の せ ん 断応力度
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を 示す。 2 ， 3 の 例外を除き 、 打継 目の 位置

に かか わ らず 、鉛直打継 目を有す る RC は り

の 斜め ひ びわ れ発生時の せ ん断応 力度 に及ぼ

す打継目処理方法 の 差異 の 影響 は顕著で は な

い
。 こ れ は 、

一
般に 斜め ひ びわれ の 発生が打

継 目の 有無 に 関係な く 、
コ ン ク リー トの 強度

に よ っ て 支配さ れ る た め と考 え られ る 。 打継

目の 処理方法 を無処理 と し 、 せん断 ス パ ン 中

央 で 打 ち継 い だ RC は りで は、他の 打継 目を

有す る RC は りに比 べ 若干小さ い 値 とな っ た 。

こ れは 、 斜 め ひ びわ れが ち ょ うど打継目付近

に 発生 した こ とと 、 無 処 理 の 場合 に比較的打

継 目の 強度が小さか っ た た めで ある 。

曾
≧

20

望 15

　 10

　 　 5

　 　 Q
　 　 　 打 継 目　　載荷 点 　 せ ん 断 ス バ ン 　 支点側

　　　 な し　　　　　　 中央　　　　　v4

　 　 　 　　 　 　 　 打継 目位置

図
一5　斜めひびわれ発生時のせ ん断応力 度

5 ． 引張嬲 の ひ ずみ 　 　 　 　 8
等曲 げ モ ー・ ・ ト区間 ・・ 1・f・・ の 曲 ifモ ー 測

°゚

メ ン トが 作用 した と き の 各打継 目位置に お け　窯　2。o

る引張鉄筋の ひ ずみを 、 図
一 6 に示す 。 載荷　　　　O

点位置に 打継 目を有す る RC は り の 引張鉄筋

の ひず み 量 は 、 無処理 の 場合を 除 き 、 い ずれ

の 処理方法 におい て も、 打継 目を有 しな い R 　 図
一6

C は りの そ れ と ほ ぼ等 しい 値を示 して い る 。

ま た 、 無処理の 場合で は 、 他 の 打継 目を有す る

RC は りよ りも大 きな値 とな っ た 。 こ れ は 、 無

処理 の 打継目 に お け る曲げ ひ びわれ発 生 モ ーメ

ン トが他の 処理方法に よ る RC は りよ りも小さ

く、また 、せ ん 断力 に よ り打継 目に お い て ずれ

が 生 じた ため と推察 され る 。 打継目位置がせ ん

断 ス バ ン 中央お よび支点側 1／4の 場合 、 ポ リマ

ーセ メ ン トモ ル タ ル を用 い て 打 ち継 い だ RC は

り の 引張鉄筋の ひずみ 量は 、 打継 目を有 し な い

RC は りと等 しい か若干小 さ い値 とな っ て い る。

こ れ に 対 して 他の 方法 に よ る打継目を有す る R

C は り の それは 、 若干大 きな値とな っ た 。

6 ．　 RC は りの たわみ

XIO
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　 δeo
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　載荷点　　 せ ん断 ス パ ン 　 支点 側1／q
　 　 　　 　 　中央

　 　 　　 打 継 目位 置

等曲げモ
ー

メ ン ト区間 に 1tf ・ m の 曲げ

モ ーメ ン トが作用 した時の各打継 目位

置に お ける引張鉄筋の ひ ずみ
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　 　 　　 な し　　　　　　 中央　　　　　1／4

　 　 　 　 　 　 　 RC は り の 打 継 目位 置

　図一7　等曲げモ
ー

メン ト区間 1：　1　tf・m

　　　　 の 曲げモーメ ン トが作用した時の

　　　　 各 RC は りの中央の たわみ

　図
一7 に は、等曲げモ ーメ ン ト区間に 1tf・n の 曲げモ ーメ ン ．トが 作用 した とき の 各位置に 鉛直

打 継目を有す る RC は り中央の 相対たわ み を示す 。 打継目を無処理 と し 、 せ ん断 ス パ ン 中央位置

に 鉛直打継目を有す る RC は りを除 き 、 い ずれ の 打継目を有 する RC は りに お い て も、 そ の たわ

み 量は打継目を有 しな い RC は り とほぼ等 しい値 とな．っ て い る。 ，打継目を無処理 とし 、 せ ん断 ス
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パ ン 申央位置で 打 ち

継 い だ RC ．は りの た

わ み量 は 、 他 の 鉛直

打継目を有す る RC

は りよ り も若干大 き

くな っ た 。 こ れ は 、

比 較的低い 荷重 レ ベ

ル で打継 目に曲げひ

び われ が生 じ 、 打継

目に お い て ずれ が生

じた た め と推測さ れ

る 。

表
一4　せ ん断耐力および破壌形式

　 7 ．　 せん 断耐力

およ び破壊形式
　　　　　　　　　　　　 よ うに打継目に沿 っ て ひ び わ れ が 伸展した 。

　表
一4 に は各 RC

は りの せん 断耐力お よ び破壊形式を 、 図一8 に は各 RC は り の せ ん 断耐力の 実測値 と計算値に よ

るせ ん断耐力 との 比 を示す。

　計算値は、次式［4 ］に よ り求め た 。 な お 、
コ ン ク リ

ー トの圧縮強度 は新 ある い は 旧 の コ ン ク リ

ー トの小 さ い方を採用 した 。

　　　　　　　0．53（f
’
c）

2 ／ 3
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工
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注） ＊ 印 の 供試体 で は コ ン ク リー トが圧壊 して い る もの の 、図一 11 に 示す

　 　 　 Vcd ＝

　　　　　　　　　　　　　　｛1＋ （a／d》
2
｝

f
’

c ；圧縮 強度 （kgf／e  ）　 rl 載荷板幅（cm ）

a ；せん 断 ス パ ン （¢ ra）　 b ． ； ウ ェ ブ幅（cm ）

d ； 有効高 さ（cm ）　　　 Pw ； A ・ ／（b ・
’d ）

As ；引張鉄筋 の 断面積 （oの

　 打継 目処理 方法 を無処理 と した載荷点位置に鉛直

打継 目を有す る RC は りの せ ん 断耐力比は 、 他の 処

理方法に 比較して 若干小 さな値 とな っ て い る。 こ れ

は 、 斜め ひ びわれ 発生時の せ ん 断応力度が他の RC

は り に比較 して 小さか っ たた め と考 え られ る 。 しか

しなが ら、こ れ らの 破壊形式 は 、
コ ン ク リー トの 圧

壊 によ る せ ん断圧縮破壊で あ っ た 。 また．支点側1／4

の 位置に打継目を有す る RC は りの場 合 も 、 打継 目

処理 方法 の 差 異に よ っ て そ の せ ん 断耐力比 に は多少

の ば らつ きが あ る もの の
、 す べ て せん 断圧縮破壊で

あ っ た 。
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図一8　 鉛直打継 目を有す る RC は り

　　　　の せ ん断耐力比

　打継 目処理 方法を無処理 、 普通セ メ ン トペ ー
ス トを 2mm およ びポ リマ ーセ メ ン トモ ル タ ル を 2

皿■と したせ ん断 ス パ ン 中央位置 に鉛直打継 目を有す る RC は りで は 、 比較的小さ い せん断力で 破

壊 した 。 図一 9 に は 、 打継 目処理 を無処理 と した RC は りの 破壊時の ひ びわれ 状況 を示す 。 せ ん

一 327 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

断 ス パ ン 中央位置で 打 ち継い だ RC は りで は 、 斜め ひびわ れ

発生後打継 目Sこ沿 っ て ひ びわ れが伸展 してお り 、 打継 目ICず

れ が生 し、 せ ん 断耐力が低下 した もの と考え られ る 。 普通 セ

メ ン トペ ー ス トを2nm およ びポ リマ ーセ メ ン トモ ル タ ル を 2

勵願塗布 した場合 ICつ い て も同様で あ る。 なお 、
こ れ ら の 破壊

形式は 、 コ ン ク リー トの 圧壊が 認 め られ た こ とか らせ ん 断圧

縮破壊と した
。 また 、 普通セ メ ン トペ ー ス トを5mm お よ び ポ

リ マ ーセ メ ン トモ ル タ ル を10聞 と した RC は り で は、塗布厚

さ が 2nmte 比べ 、大 きな せ ん 断耐力を示 した 。

亀
　　　　　　 載荷点
斜めひびわれ

纏 目

曲 げひびわ れ

　 8 ．　 まとめ 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 斜めひ びわ れ
　 ポ リマ

ーセ メ ン トモ ル タ ル を用い て新 旧 コ ン ク リ
ー トをせ

ん 断 ス パ ン 内に 打ち継 い だ 、 鉛直打継 目を有す る RC は りの

せ ん 断性状を主体に実験的 に検討 した結果 、 以下 の 結論 を得

た 。

（1 ）打継目位置に か か わ らず 、 打継 ぎ材 と して 普通 セ メ ン

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
ト ペ ース トを用い る場合に比 べ て 、 ポ リマ ーセ メ ン トモ ル タ

・ を用… と ・ よ ・ ・ 鉛莇 継 目・有す ・ R ・ は り ・ 曲げ
図

一9
餐盟畿 釁驫誌

ひ びわれ性状を 向上 さ せ る こ とが で きる 。　　　　　　　　　　　　　 び われ状況

（2 ）打継目位置に か かわ らず、ポ リマ ーセ メ ン トモ ル タ ル

を 用い 、オ ーブ ン タ イ ム を 14 日 と充分長 くと っ て 打 ち継 い で も 、 鉛直打継 目は 、 RC は り の 斜

め ひ びわ れ発生時の せん 断応力度 に は ほ とん ど影響を及ぼ さ な い 。

（3 ）打継 目位 置に かか わ らず 、 ポ リ マ ーセ メ ン トモ ル タ ル を用 い て 打ち継 い だ鉛直打継 目を有

す る RC は りの 打継目にお け る引張鉄筋の ひずみ は、打継目を有 しな い RC は り と等し い か若干

小 さい 値 とな っ た 。

（4 ）打継 目の 処理を無処理 と し 、 せ ん 断 ス パ ン 中央 で 打ち継 い だ 場合を 除き、 RC は りの た わ

み 量 に 及ぼす 打継 目位置お よ び打継 目処理 方法 の 影響 は ほ とん ど認め ら れ な い
。

（5 ）載荷点 お よび支点側1／4の 位置に鉛直打継目を有す る RC は り の 場合、せ ん 断耐力‘こ及 ぼ

す打継目処理方法の差異の 影響は顕著で はな い 。 しか しなが ら、せん断 ス パ ン 中央位置に鉛直打

継 目を有す る RC は りで は 、 打継 目に沿 っ て ひ びわれが 伸展 し 、 比較的小 さ い せ ん断耐 力で 破壊

した RC は りが あ っ た 。 そ の 場合で も 、 ポ リマ ーセ メ ン トモ ル タ ル の塗布厚 さを厚 くす ると 、 R

C は り の せん断耐力が 向上 し 、 打継 目を有 しな い RC は りに 近づ い た 。
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